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Relative　growth 　in　the 　Japanese　 comlnon 　toad・

Bu ノ・ bゆ 畑 ・几 ‘鵬 fr。 rn 　M ・m ・yama ・Ky ・t・

MASAFUMI ］・IATSUI

京都市桃 山 産 の ニ ホ ア ヒ キ ガ ェ ル 飾 ∫面 ゆ ル

ponlcus の 4 群 ： a −♂ 未成熟個体 30・b−♀ 未成熟

個体 31，c −　6 成熟 個 体 46，⊂1−？成熟個体 34，計 工44

個体を用 い て 体長｝こ対す る 外部30計 測 値 （頭 長，頭

幅，吻長，吻 。鼻孔問距，鼻孔
。眼間距，眼 瞼幅，

眼前角間距，鼻孔間距．上 眼瞼間距 ．耳腺幅，耳腺

長，耳 腺前端間距，眼径 、 鼓膜径 眼 ・鼓膜問距，

両眼外縁間 距，手 長 ，前 肢第 三 指長，外掌隆起径，

内掌隆起径，前肢第
一
指長，前腕幅，手腕長．前肢

長，後肢第三 趾長，足 長，脛長，後肢長．内蹠隆起

径 ，外蹠隆起径） の 相対生長様式を 調査 した … d

で は 体
．長範囲 が狭い た め 相関係数は 必 ず し も高 くな

か っ た が ，相対生長係数 α に つ い て ，等生長，優生

長，劣生長を そ れ ぞ れ LT ，　B で
’
abcd の 順 に 示

す と，BBIB 型 は 全 30形質中の 9 形質 で ，　 IIIB型が

9 形質で ，ま た ITII 型が 5形質 で み られ た 。各群

間の α の 差 と位 置 の 差（の とを 分 散分析法 eこ よ り検

定 す る と． α に つ い て は 成 熟に 伴 う差 と して a，c

間 で 3 形質に ，b，　d 間 で 9 形質に 有意差 （P〈0・05）

が み られ た 。 また 性差に つ い て は a，b 間 で 2 形質

に ，c，　d 問 で 5形質 に 有意差 が み ら れ た 。 βに つ い

て は α よ り も 各群 間 で 有意差 が よ り多くみ られ， a，

c
．
間 で 18；b ，

d 間で 7ia ，b 間 で 3 ； c，d 問 で 19

形質 に 差 が あ っ た 。こ の 結果 か ら 仏 βの どち らか ．

ま た は 両方 に 差 の あ る 形質数 は a，b 間 で 5 ；c ，　 d

閤 で 20 ； atc 開 で 21 ：1り，d 間 で 13とな り，性差

は 未成熟個体 で は 小 さ く，逆 に 成体 で は 著 し く大 き

い U と，ま た 成熟に 伴 う差 は δ で 9 よ りず っ と大 き

い こ とが わ か る 。 す なわ ち．成体で み られ る相対生

長様式 の 性差 の 多 くIX　a の 成熟に 伴 う様式の 大幅な

変化 に よ っ て 説明 され る もの で あ る。
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尖閣列島魚釣島の 小型哺乳類につ い て

白石　哲，荒井秋晴．内田 照章 （九大
・農 ・動物）

Small　mammals 　collected 　on　UotSuri−jima，　 the

Senkaku　Islands
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UCHIDA

　演者 らは 本年 5 月下旬か ら 6 月上句に か けて ，沖

縄開発庁 が 企 画 した 学術調査 に 参加 し．魚釣島に お

い て モ グ ラ，セ ス ジ ネ ズ ミ お よ び ク マ ネ ズ ミを 採 集

した。モ グ ラ　（1頭 ，雌） の 背面 の 体色は slate −

black，腹面 は slate 　co 】or ．頸部 か ら胸部に か け て

は rllsset で あ っ た 。 体 の 大 きさは 屋久島を分布 の

南限 とす る コ ウ ベ モ グ ラ よ り も遙か に 小型 で，体重

は 42．79 ，頭胴長は 129・9mm ，尾長は 12・Omm ・

尾率は 9．2％．前肢長 （爪無）は 14．0　 mm ，後足 長

は 16．Omm で あ っ た 。 同列島と距離的に 近 い 中国

大 陸 の 福建省産 モ グ ラ （フ
ー

チ ェソ モ グ ラ） よ りは

や や 大型 で ，計測値 の 上 か らは 台湾産の タ カ サ ゴ モ

グ ラ に よ く
一

致 した 。しか し，タ カ サ ゴ モ グ ラ の 歯

式 は器 ．1鵜 一・… の ・ グ ・ の ぞ 浦 羇÷

罫一・・で あ り・ そ の 他の 躑 ・ も多く嵯 が 認 め

られ た の で ．別扱 い をす る の が妥当と考え る。東支

那海の 絶海 の 孤 島 に こ の よ うな モ グ ラ が生息 し て い

る事実は ，こ の 列島 の 生 い 立 ち とも絡 み ，古地理学

お よ び 動物 地 理 学 上 極 め て 興味深 く思われ る。セ ス

ジ ネ ズ ミ に つ い て は ， 今 回 の 採集 で 2 頭 （い ず れ も

瑚 を得 た が．頭骨各部の 大 き さ か ら｝t台湾産の も

の に 近い とい う印象 を受け た。し か し，鼓胞長．脳

函輻，頬骨弓幅，特 に 吻幅，切歯孔長．上 臼歯列

長，第 1上 臼歯幅 の 4 形質に は 第 48回 大会 で 報告 し

た と同 じく，明 らか な 差が認め られ た 。目 下，飼育

中 の 同 島産 セ ス ジ ネ ズ ミに つ い て 核型分析 や交配実

験 を 行ない つ つ あ り，こ れ らの 資料 を 合わ せ さ らに

検討 した い 。 ク マ ネ ズ ミは 24頭採集 された が ，福岡

市 お よ び 福岡県沖 ノ 島産 の 頭骨の 各部に お け る計測

値 と比較検討した 結果，有意差 は い ずれ の 部位 に も

認 め ら れ な か っ た D
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